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「しんかい2000 」による相模海丘北西端部の

地形・地質調査

山崎　晴雄’I

相模湾北部に位置する相模湖丘の形成はテクトニクス上，その北西に位ｌ する大

破丘陵との密接な関係か類推される。そこで，この梅丘ゐ地形，地貿学的諮特徴と

トラフ沿いの第四紀地殻変動を明らかにするため，「しんかい2000」の第661潜航を

相撲海丘北西娃の平均傾斜32°の急斜面で行なった。

深度1,250～700m にわたるこの沿航調査では，斜面地形，層序及び地質構造の観

察と６試料の探取か行なわれた。この斜面を構成する地暦は中・下部が東に傾く軽

石層を抉むシルト層とシルト・砂岩の互暦であり。上部は西に緩く傾く軟質なシル

ト・泥岩互層であ・ だ。採取された６試料の微化石分析を含む各種分析によ,｡て，

海丘の中・下部盾は房総半島の上絶層群に相当する下部更新統，これを不琵合に覆

う上部盾は中・上都更新統に編年・対比された。

相模海丘の層序と構造は海丘北西延長郎に位置する大懲丘陵のそれとよく似てお

り，また。相模湖丘西緑の崖も国府津・松田断層崖に連続しているように見える。

これから，相模海丘と大研Ｆ陵は中期更新世の半ば以降にー遠の断層活動によって

‘形成されてきたものと考えられる。

Geological and  Geomorphologieal Survey on the Northwestern Edge

of Sagami Knoll by the DSRV  "Shinkai 2000*

Haruo YAMAZAKI"

The  formation  of Sagami  Knoll  in the northern Sagami  Bay  is estimated to

be  technically  related to that of Oiso  Hills  to the northwest  of the knoll.

Dive  661 using  the DSRV  "Shinkai  2000" was  made  at the northwestern  cliff

of  Sagarm  Knoll having a mean  slope angleof 32 degrees to reveal the geological

and  geomovphological  features and Quaternary  tectonics, and to confirm  the

above  mentioned  idea.

This  dive ranging  from  1,250 to 700m  in depth found  out the features of slope

geomorphology.  straigraphy  and  geological structure of the cliff and collected

six pecies of rock samples.  The  geology  of northwestern  part of Sagami  Knoll

consists  of three units of fine sediments  with  diffei ent lithofacies. The  lower

unit is non≫slraified thick siltstone intercalating the pumice ≫tuff layers. The
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middle  unit consists of she alternated thin silt and  send  layers  tilting toward

easl. The  upper  is the soft sediments  of  alternated  silt and  mud  layers

overlapping  the middle  unite  unconformably  and  declining  to  the  west.

Fo  rani mxfera .calcareous nannoplankton  and  diatom  analyses  of six samples

obtained  from  661 dive indicate that the lower  and  middle  units are correla*

table  to lower  Pleistocene sediments  of the Kazusa  Group  in Boso  Peninsula

and  the upper  unit corresponds  to middle  to late Pleistocene  sediments.

The  Stratigraphy,gecchronology
 and  geological structure ot Sagami  Knoll

are  analogous  to those of Oiso Hills in the onshore  region. The  western  slope

of  the Sagami  Knoll  which  bounds  the northeastern
 side  of Sagami  trough

seems  to be  the southeastern  extension  of  the active Kozu-Matsuda  fault.

These  facts imply  that boih  hills, Oiso  HiUs  and  Sagami  Knoll,  have  been

technically  formed  by  a  series of  imbricated  thrusting  along  the  plate

subducsion  zone since middle  Pleistocene.

１　はじめに

フィリピン海プ レート北端郎の沈み込み帯であ

る相模トラフの北東緑に沿っては,’沖ノ山堆列と

呼ばれる一連の海丘列が並んでいる。これは，三

浦，房総両半島の葉山・枷岡随逝滞と同様にプレー

ト収斂帯の北側を取り囲むように配列する随起帯

の一部である（木村｡1976 ）｡，そして， その成因

や形成過程は，プレート沈み込み運動や相模トラ

フの形成，それに地震性地殻変動等と密接に関連

するものと考えられ，多 くの研究者かそれらの解

明に強い関心を寄せている。

これまで著者は相模湾北岸地域の地震テクトニ

クス解明を目的に，相模トラフ及び沖ノ山堆列の

北西延長鄰に位趨する足柄平野・大器F冫陵地域の

第四紀地殻変動を調べ，その地史や地震との関係

を明らかにしてきた（山崎，1984 ； Yamaz&ki,

1992 ほか）。しかし。上紀地域の地殻変動をプレー

ト収斂運動等の広域テクトニクスと関連づけて説

明するには，相橈トラフ及び沖ノ山堆列の地殻変

勁との関 係を明らかにする必要があると考えた。

このようなことから，沖ノ山垠列の北部に位置

し圸塊としての大きさも大磯丘陵によく似た相模

海丘に対して海洋科学技術センターの深海調査船

「しんかい2000」による潜航調査を行なった。そ

して，地形・地質学的な観察と試ｎ鐸取を実施し，

同海丘の駟序，構造及び地殻変動の鯒|卿こ努めた。

本論では最初にこの潜航調査の概要，観察亊呱

192

採取試料の分析結果を記載し，次にこれらの資料

に基づいて相模洫F9の地jとや第四紀地般変動につ

いて考察する。

；　2,∧1
琴調査・ 概要

本研究の潜航調査は「しんかい2｛｝00」 の第661

潜航として平成 ４年12月４日に実施された。潜航

地点は真鶴岬東方沖11km の相模湾底で， 相模ト

ラフと片瀬海底谷の合訛ａ付近に酋底後， その南

東に位置する相模海丘 の北西側急斜面を上昇しな

がら，斜面地形及び谷壁に露出する地層の観察と

試料罧取を行なった。潜航SI査の概要を表１に，

また，今回の潜航調査位置，航跡及びこれまでの

研究で実施された潜航調査実施点を図 １に示す。

この図から明らかなように，相模海丘に関 するこ

表｜　 漫航調査の概要

Table 1　Outline ｏr Dive 661.

潜航番号　　 帛66】潜皿

溜航牢月日　1992 年12J14日

禮航地点　　 相膃海丘の亀澎・鴆貿訓査

鷏察者　　 山鴫鴫雄（地質調査馬環境地貿劔）

ｌ 水船齢鰔　 霰井利明　　　 鉛長袖隹　 吉誨 咾

調査濛度　　l.2S4m^678m

潜航畤闢　　511 問27分　　　 銅壷時同　3 時間3S分

遊底点35 ’ 09.0･Ｎ.139° 17j･Ｅ ・ 度|,24Sm 時刻11；】a

雛底点35 ° 08.71N,139’ IS.4･Ｅ 濛度618m 時刻15: OB

i 離|.550 ｍ
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図 重　相模洵丘付近の海底地形と第661 潜航 の調竃航跡。屬丸とその脇 の数字はこれまでの潜航調査位置と潜航番号を

示す。

Fig. Ｉ　 Ｍａｐ showing lhe ｓｕｂｍａｒｉｎｅ topography or Sagamt Knoll and track of the 661 dive. Solid circle

and ilｓ ｎｕme ｒａ】indicate the locality of ｐｒｅりious survey and its di ｖ● number.

Proc. JAMSTEC Symp. ０ｅｌｐＳｅａ Ｒ･s ， （1993 ）
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れまでの潜航調査は洵丘南部の相模トラフに面す

る急斜ｉ の基部で実施されてきた。調査地点が狄”

い範囲|ご集中しているのはこの地域でシロウリガ

イのコロニーが発見され，その観察・採取を主目

的とする調査が多数行なわれたためである。

今回はこれまでとは憧よ靂の異なる相模海丘北西

縁の片瀬海底谷に面する急斜面で潜航調査を実施

した。これは，大器F冫陵での地貰調査の結果（山

崎ほか，1弱1）から類推して，トラフに面した斜

面では地層はトラフ軸と平行する撓曲状の変形を

受けている可能性があり，梅丘の内部構造や層序

を的確に把握するには，トラフ軸と直交する海底

谷沿いの斜・ の方が有利と考えたためである。

潜航調査ではまず，片瀬海底谷との合流点付近

の相模トラフ底（35 °09’Ｎ，135°175' E. 深度

1,z48m ）に着底した，ここから東方に移動して

片瀬海底谷内に入り，谷の南側斜面，すなわち相

模梅丘北西端の急劇面を東～南東に向かって上昇・

移動し，斜面地形とそれを構成する地層の届相・

構造等を観察した。創面卜の7 地点でマニピュレー

ターを用いて地質試料揺取を試み，内６地点で採

取に成功した。着底後約４時間の潜航の後，海丘

の尾鮴折く（35°0B.rN.139 °18.4’Ｅ，深度679m ）

で離底した。航走距離は約1,500m であった。

３　観察された相模海丘の地形・地質

3.1　斜面地形

前述のように「しんかい2000」の第661 潜航は

相模海丘北西緑の片瀬海底谷と接する急斜面で実

施された（図 １）。水路部発行 の５万分の１海底

地形図によれば，この急斜面は平均傾斜が32°で

北東 一南西方向に延長４ｋｍにわたって続いてい

る。

潛水船による地形観察は，広大な斜面のごく一

部を断片的に捉えるだけなので，その観察結果が

果たして斜面全体の特徴を反映しているかどうか

については疑問が残る。しかし。今回の調査では

急劇面を疽登せず，斜に上昇しながら観察するこ

とができたので，斜面地形の全体的な特徴を捉え

ることができた。

片瀬海底谷の入口で潜水船は相模海丘の西縁に

推定される活断層を横切ったが，そこでは最近の

活動を示す低断層崖や地割れ等の存在は確認でき

jＳ

なかった。

相模洵丘北西縁斜ｉ は基部に崖錐状の緩創面が

存在するが，その上位はａ 紳した急劇面となる。

この急斜面は全体としては直線的だが，細かく見

ると多数のスプーン状にえぐれた凹型斜面の集合

である。個々のスプーン状地形の大きさは幅1｛｝～

20m ，縁に比高数ｍの儁があり隣の凹地と接 して

いる。縦の長さぼ 不明瞭だが20～30m 程度と見ら

れる。このような凹地と嶺が交互に繰り返し出現

して斜面全体はリップル状の凹凸地形を示す。個々

の凹型斜面の下部には比較的平坦な部分があり，

そこには角礫の集積が見られることから，この凹

地は崩壊に起因するものであろう。凹型斜面の中

部L冫1卜には堆積物はなく。相撲海丘の構成層がよ

く露出している。時折，上部の崩壊地から流出し

た砂が糧数十cm の帯となって，上から下にいく

つもの凹型斜面を越えて峽いているのが認められ

た。

3.2 観察された地層の層相

図 ２には潜水船の深度と走行距離の関係を示し，

試料採取点と観察された地層の概要を示した。今

回の潜航調査の航跡は斜面と斜交しているため，

この図は斜面の断面形を示してはいないこと4ご留

意されたい。

斜面に露出した海丘の構成層を目視観察した結

果，眉相からは大きく以下の3 鄒層に区分されたc

下部層：深度950m 以深に分布する無層理シル

ト岩主体の地層であり，最上部には数牧の白色軽

石層が認められた。軽石眉の層厚は最大で数十

ｃｍ，蕎いものは數ｃｍ以下である。この部屬で4j

深度1,237m, 1,187m. 1,0egm.993m の４箇所

で賦料 くＮ０.1～Ｎ０.4試料）を探取することか

できた。各試料の畔細な分析結果は次聿で述べる。

中部層：深度950～820m に分布する砂岩， シ儿

卜岩の互層である。砂岩部の厚さは激ｃｍ～10clr

程度， シルト岩は数＋cm の厚さを もち， 層理lj

明|廡である。層理面の傾きから，本層は東～北嫁

に20～30°傾いているのがわかる。 また，走向lj

不明だが，落差数十ｃｍの小断層（正断Ji ） が‰･

くつか認められた。深度830m でシルト・粗粒ｌ

互届からなる本部層の岩塊（Ｎ０.5試料 ）を採恥

した。

上部榴：深度820m 以浅に分布する軟質な泥９

Proe. JAMSTEC Symp. Deep Sea Res. (1993



図２　 相槓海丘北西斜面における第661 潜航 の源度と距曜の関係，観察された屬序及び試科探取地点の概要

Fiff. 2　S ｕｍｍａｒｙ showing l} ｌｅ depth change of the submersible during Dive 661 ， 0bseｒｖed 黔ｏＩｏ窰ical

features and localily ｏrsａｍｐｌｊｎｇ ｐｏｉｎtｓ ｏａ th● northwestern ｓlcpe ol Sagami Knoll.

とシルト岩の互層で，明瞭な層理か認められる。

本層の地賢構造は中部屬とは異なり水平または南

西方向に緩く傾斜する。本部層においては深度

?19m でＮｃ.6 試科を採取した。

４　試料分析結果

第661潜航で採取した６個の地質試料 の概要を

表２に示す。このうち堆積岩の５試料については，

地層中の間隙の大きさを知るための含水率測定，

地層の堆積時期・古環境を知るための徼化石分析

（有孔虫。石灰質ナｙノプランクトン，毬藻）を

実施した。軽石凝灰岩のＮ０.4賦料に関しては含

水率躪|定と，軽石中の鉱物組成，火山ガラスの屈

折率測定等の分析を行なった。

なお， 徴化石についてはパリノ・サーヴ，イ

（株）に分析を依頼した。

4.1　含水串測定

方法：採取試料は密封状態で地質詞査所に持込

み，各試料について開封後50g程度を取り出し直

ちに秤量した。これを60℃の乾燥器中で24時開放

醍し，その後再び秤量し２つの僖から含水串・含

水比を計算した。

結果：表１に計測結果を示す。含水率・含水比

とも堆禎層では上位層ほど大きな鱸を示すが，上

部屬と中部層悶には明らかな差異がある。これに

対し，中・下部岡間には不連続は認めがたい。

表２　第661潜航の採取試科の概要

Table 2　Sample list 0f Dive 661.

Prｏｃ.JAMSTECS ｙmp- ＤｅｅｐＳｅａＲｅs.（1993）
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4.2 徼化石分析

方法：Ｎ・。４を除く５試料|ごついて以下の方法

で実施した。

(1) 有孔虫：試料約1囗Ogをナフサ法で泥化し，

浮遊性有孔虫については0.125mm( ＃115)，底生

有孔虫4ごついては0.074mm( ＃20(l)の篩に残-･

た砂粒について実体顕微鏡で観察・計測を行な･・

た。

(2) 石灰質ナンノプ ランクトン：試料を水で溶

かしその希釈波をカバーグラス上に洫下し，乾燥

後封入剤でスライドグラスに固定してプレパラー

トを作成した。これを位相差躙鐓鏡を用いて1,500

倍で響窰した。計測数は廼常圧倒的に数の多い刃

orishaera pro fun･fを除いた35哨固を目安とした。

!3) 珪屬分祈：試科妁10gをＨ,Ｏ．とＨＣｌで泥化

する。次に蕪留水と分散剤を加えて放置し，粘土

を含むその上渡みを捨てる作業を練り返して珪鴈

を濃縮した。その希釈液をカバーグラスに滴下し，

乾燥後スライドグラースにプ リ，ラックスで封入し

てプレパラートを作成した。珪藻化石は油浸600

～1,0【】0倍で検鏡し，各試料毎に200個以上計測し

た。

結果：徽化石分析によって，地層の編年・堆積

環境の情報が得られた。その結果の概要を表３に

示す。また，以 ‾Fに各分折項目毎の結果を示す。

【1】 有孔虫分析：浮i韵教程からは地屑の年代。

底生種からは水深などの堆勧畤の環境を推定した。

表４に浮游件有孔虫 のリストを示す。症４=有孔虫

表４　浮遊性有孔虫化石のリスト

Table  4 Occurrence  of Planktonic  Foraminifera

from  the  northwestern ｅｄｇｅ ｏｆ Sagami

Knoll.

j衄

は 種 類が多 い の で主 要 化石 の百 分串 組 成 を 図 ３に

示 し， り ス トは省 略 した。

Ｎｏ．ｌ は浮 遊 性趣 が73.6% を 示 す。（7Xo& ｏｏ Ｘａｌｉａ

ｇｎx･－iajiao&f ｓ が 含 ま れる の で第 四 系 と判 断 さ

れ る 。 底 生 種 はGX 。1,。' cassiduiina 。Bolivinita

guadrihtera. Bulimina stria £ａな ど深 層 水 ～ 暖

表３　徴化石分析結果の厩要

Table 3　Summary of  the microfossil analysis foｒ the samples obtained from Dive 661.

Proc.  JAMSTEC Symp. Ｄｅｅｐ Sea R&s. （1993 ）



図３　第661髱航採取試科の主要虞４有孔虫の百分率組成

Fig. 3　Composition  of major  bcnthic foraminifera rｒｏｍ (he samples in Diりe661.

流下 の中層水に棲む種が多 く，暖irＦ の水深j,000

m 程度 の海域に堆積したものと考え られる。

Ｎ。。２， ３は有孔虫化石をほとんど産出 しなか ウ

た。

Ｎ０.5 は浮遊性種 が85.3 ％を 占め， Ｎ０.1 と同

様に 第四紀 に出 現す るGI 。6．。talia g 。uncatuli-

noides と更 斬 世 前半 に 絶 滅 し たCloborotalia

j・saensis の両方を産出 し，さらに， 凡,j鈿lia41aｘl

の右巻が優勢な ので更新世前半の地層である。底

生種はNo.  1と同様に暖流下 の中層～ 深層上 郡水

塊に多産 する種 で構成 され， 古 水深は1,0{}Om 程

度 と推定 される。

Ｎ０.6 は浮遊性種が67.6 ％を 占める。Pullenia･

gjｓ７ぱ右巻が優勢だが，年代を特定で きる種 は産

出 しなか ったので第四 系としか同定出来ない。底

生麺 はBuliminastria 叫 Ｎｏ㎡(ｓｇ恥 嵎 Ｇｏ６０ゐｕ一

limina など深層上部水塊～中層水に多産 する穫で

構成 され，水 深はl,000m 程 度と檻寥 される。

C21 石灰賀 ナンノプ ランクト ン分析：石灰賀ナ

ンノ化石からは地層 の堆積年代を求めた。 表５に

産山化石 リストを示す。Ｎ０.1 のシル} 岩は 黒色

硬質 シルト と泥質層 の互屬であ るか後者のみから

多数 のナ ンノ化石が産出 した。こ の中には年代指

膕 とな るＦｓｓｄ。。lax,x ＆口ａ。,ａｏsｇ( ３ｊＭａ～

Proc. JAMSTECSymp.  Deep Sea Res. （1993）

0.46Ma ）， Ｑz＆ £,ｉｓｃａs ，ｓ ㎡,Ｕ 芦ai （17Ma ～

1.57Ma ）. Ｇり2みｙｇｃ叩s  a caribbea ㎡ｅａ（1.6aMa

以 降 ）. Ｇ帶凡.yrocapsa ｏｓ ａａ£ｃａ（1.57Ma 以 降 ）

が 含 まれ る。新 鮮 世忿1前 の種 （Z ）ig・ａ・X・ ）が 極

め て少 な い こ と を考 え る と本 層 の年 代 はCN13b

（Ｏｋａｄａ ａｎｄ Bukry, 1990 ） と 考 えら れ る。 また，

佐 藤 ・ 高山 （1 郭8 ） はCN13a ～CN1S の 間 を Ｕ の

基 準 面 で細分 し た。 これ に よる とＧｇＪりｒｏａｌｐｓａ

caribbeanica の出 現は 基準 面11 （1.66Ma ）. Ｃαli･

ｃ㎡isｃｇｓ ･ 一 一･intyreiの 絶 滅 とGepkyrocc ￥,gl

oc・aica の 出 現が基 準 面10 （1.57Ma ） と な る 。

本試 料 に はG.car, £砧^eanica が 多 くＧ.・ｃ６ａ,licaが 少

ない ので地 層 の年 代 は基単・11 と10 の 閾 ， す なわ

ち1.66 ～1.57Ma と 考 え ら れる。

No.  2, 3 か ら の産出 固 体数 は極 め て 少 な く ，

ま た， 産 出 化 石 もCN11b （３Ｍａ） 以 前 の種 の み

であ る。 化 石の保 存 状態 か悪 い こ とから ２次化 石

と判断 し た。

No.  5 はPseudoemiiiania  lacun 〇sa, Coccoli-

thus  pelagieua,  Reticuk ］fenestra ｄＱ㎎・4a ）i＆ ｓ，

R,  mi･ｕjga・ が 多産 し. Ｇ９& ｙ ｗ Ｇｐｓｓａｒ15ろｇａ㎡-

ccl, Calicidi&cus  mac ・ り ｒ・ ，Ｃ.1印e 叩 ｏｒａ 等 を随

伴 するＮｃ．１と同 様 の群 集 構成を 示 す 。 し た が っ

て，本試料 の堆 積時期 はCN13b ，基 準 面区 分 で は

j∂y



去５　 石灰貿ナンノプランクトン化石リスト　　　　　　　　　　　　　　　　　 ぷI

Tab11 5　List ｏr nannofossi! f ｒｏｍthenorth 冐eｓtｇｒｎ ・ｄｇｅ of Sagami Knoll.

Species  nama Sample  No.

BraaPMtosphaera  oigetowiHGran  & Braarud) Deflandre

CakMiscvs  Icptopcrvi (Murray &  Blackmail) LoeMich &  Tappan

Cafcidiscos macimyrei (Bukry &  BramSetie) Loebhch &  Tappan

Ceraioliihtjs fe/esmus Noeris

Coccoltihi>$ miopelagKus Bukry

Ccccoittfius peldgicus (Wallich) Scful ler

Dkiyoeocdtes  perpltxus B urns

Ofciyococc'ics produaus  (Kampiner) Backrrwji

Discoastsr asyrruneiricus Gartner

Dixoastet  brouweri Tan emend. BrsjrJelce &  Riedel

Disso&ster v&riabilis Martini & Bramldte

Oiiceasfersp.

Bmifiania busby!  (Lohmann)  Hay  &  MohJer

Florhpfnera  profunda Okada  &  Honjo

Florispfrzera profunda elongate Ofcida & Mclntyre

Gephyrocapsa  c&ribtxznicj Boudrtaux  &  Hay  (Medium  Type)

Gephyrocapsa  cceantoKampwer

Gephyrocapsa  occantca Kampwer  (Medium  Type)

Gephyrocapsa  aff, occatiica Kamptner  (Medium  Type)

Gephyrocapsa  pwailels Hay  &  Beaudry

Gephyrocapsa  spp. (small)

Helicosphstra carter? (Wallich) Kampiner

Helicosp/tacra art. sella Bukry  &  BiamJcttc

HeliCospftaera wxllicbtt (Lohmann)  Boudreaux  &  Hay

Hcticosphacncl.  wallkhii (Lohmarin) Boudreaux  &Kay

Hciicospb&zra 5 p.

Qoliihotvs fogilis JLohmann)  Martini &  MuDcr

Poniospftaor* discopora Schiller

Poniosphatra  muliipora (Kajnpiner) Roih

PsevdoewMary'ta lacuoosa (Kampbwr)  Gartner

Reticokff&wva  dotvniccides (Black St Bams)  Roth

Retkvlofenesua  gelida (Gctaenauer) Backman

Rcticufofencstra tnqii Backman

Rcticulofenalra minufi Roih

Reiiculofencstia niinvlola (GwieO  Haq  & Berggren

Rcticulofcpctm  psevdounib'lica (Gartner) Gajtncr

R&'/cvlofencsva sp.

Rhalxhipbaera  cto vjger Murray &  Blacfcman

Scapt*olitltu$>tp.

Seyphospliaora  pulchra Lohmann

Sphenolhltussp.

Syracotphaera  sp.

Umbellosphaera  irregularis PaascHc

UmMteosphaera  sibogte (W≪ｂｌr-van Bosse) Gaarder

Number  of Caicareous Nannoplarikton

基準面11 と10 の問 （1.66 ～L57M&) と考え られ

る。

Ｎ０．６は£miliania  huxleyi, Cephyrocapsa  sp p.

(small) を主に,  Gephyrocc ￥ｓx ｏａｌ㎡aa4  G.cari-

bbeanica,  Ccdicidiscus  lept叩ｏｒｓで構成さ れる。

Emilia ㎡a huxlayi を 高率 で き む こ と からCN15

（0,275Ma 以降 ）の堆積物 と考えられる。

瑯

g3） 珪藻分析 ：珪 藻分析 は地層 の堆翻環境の復

元と堆積 時期の推定 のために実施 した。図 ４に珪

藻化石の百分率組成，表 ６に産出化 石のリストを

示す。下部 の試料は珪藻化石が乏 しくNo.  1 では

海水生種が４個体得られ たのみ，Ｎｏ,2 ，3 では

珪藻化石 が皆無であ った。 これに対し， 上郡の９

料は珪 藻化石を 含み古環 堵情報 が得られ た。

Proc.  JAMSTEC  Symp. De ●pS・ａ Ｒ・ｓ, (1993:



図４　 毬藻化石の百分串組成

Fig.  4　Composition ｏｆ ｄｉａｌｏｍｓ from the

samples in Dive 弱1.

Ｎ ０.5 で は 第 四 紀 の 珪 藻 が11 個 体 産 出 し ， 内10

個 体 が 海 生 薑 で あ る 。 群 忠 は 内 湾 か ら 外 洋 性 の 種

で 構 成 さ れ ， 陸 水 の 彫 響 を 受 け な い 海 域 の 堆 積 物

と 考 え ら れ る 。

No.  6 は 海 水 生 稲 の( χx ｅｇＱｃｌｒｏs spp.,  Tha-

14ｚｓｓｉｏａｇ ｌａ ㎡tzschioides,  Paraiia ａ ｌｃａＥａ ， 汽

水 生 種 のCyclo £ｅμａ striata 等 が 卓 越 す る 。 す べ

て 現 生 種 で あ る か 第 四 紀 の 中 で の 堆 積 時 期 の 特 定

は で き な い 。 本 試 料 の 堆 積 環 境 は 沿 岸 浮 遊 性 の

Thaiassi* ・yｘｓtｕl ㎡l ｚｓdlio ＆Xgｓと 低 塩 分 海 域 の 内

湾 浮 遊 性 稲 戸'amlia sulcata が 優 占 す る こ と ， ま

た ， 泱 水 生 桶 が 若 干 出 現 す る こ と か ら ， 内 湾 で 比

較 的 陸 に 近 い 海 域 の 堆 積 物 と 考 え ら れ る 。

4.3 軽 石 層 の 分 析

方 法 ： Ｎｃ．４ 試 料 は 径 ５ ｍ ｍ 以 下 の 白 色 軽 石 で

構 成 さ れ る 。 軽 石 粒 を 乳 鉢 で つ ぷ し た 後 篩 い 分 け

し ， 径0.125 －0.074mm の 砂 粒 に つ い て 重 鉱 物 組

成 を 祠 べ た 。 さ ら に 火 山 ガ ラ ス に つ い て は 温 度 変

化 方 式 の 屈 折 串 測 定 装 置RIMS87 で 屈 折 率 測 定

『30 粒 計 濁 』) を 行 な っ た 。

Proc. JAMSTEC Symp. Ｄｅ邨Ｓｅａ Res. (1993)

結果 ：重鉱物組成は角閃石≫ 斜方輝 石で単斜輝

石は認 められない。 火山ガ ラスの屈折率は平均が

1.5049，range が1.5020 －1.5084 を示す。こ れは軽

石としては平均的な値であり， このデ ータのみで

は同定・対比は困 難である。

4.4 脈状鉱物の同定

No.  1及びＮ０.2 試料で は堆 積物中 に饂ｌｍｍ

程の白色鉱物廉 が認められた。 この鉱物種を知 る

ためＸ線回折を実施した。分析及び鉱物の同定は，

地贋鯛査所地質部巌谷敏光氏にお願いした。こ の

結果， 鉱物 は 沸石 （Ｃｈａｂａxite : 菱 沸 石 ［Ｃａ，

AI,Si,01, ・ 12H10 ］）の可能性が高 く，脈 状の産

状からこの地層は堆積後熱水 の影響を受 けたと考

えられる。

4.5 分析結果のまとめ

No.  1～Ｎ０.5 試料は ナンノプ ラ ンクト 冫に基

づく編年で はCN13b の最下 部. 1.66 ～1.57M& が

示唆 され，この結果は有孔虫 や畦藻の分析結果 や

含水串 などの特徴 とも矛盾 しない。 したがって。

第661 潜航で紹められた下郎・中 部贐 は前 期更新

世初頭 の一連の堆積物で，上総屬驛の下都に相当

する地層と考え られる。 この地層は， 深度1.237

m と830m の試料がほぽ同 じ堆 讃時期 を示 すこ と

から見て，堆積速度か遠く， トラフのような沈降

域に堆積 したと考え られる。 堆積環境は陸からそ

う遠くない暖漉下 の海域で。 深度1,000m 前後 の

海底 と推定される。地質構造は東～北東へ約20 °

の傾動を示す。ま た，本層 は黙水活動の痕跡を持

ち，租 粒な軽石届を挟むこ とから，火山活動地域

ともそう離れていなかったと考えられる。これら

の特徴は本層が現在の相模滴 とよく似 た耶境に堆

積して いたことを示唆してい る。

一方，Ｎ０.6試拿1はナンノ化石 の編年（CN15 ）

から0.275Ma 以 降の堆積が示唆され，こ れから上

部層は中期更新世後半以 降の堆積物と考えられる。

しか し。詳細な編年データを欠くので陸 卜の中 ・

上部更新統との梢密な対比 は困 難であ る。地質櫺

造はト ラフ側（西 側）に傾き， 下位 の下部・中部

騙とは不整合であ る。潜鮭摺査の ルートでは深度

820m 以 浅に分布しており， 屬厚は約100m と推 定

される。堆積環境は下位の地巵と同様に陸に近い

曠流下， 水深1,00｛｝ｍ程度の海域である。

j劔
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表６　珪謠化石りスト

Table  6　List  of Diatom  fossil from  the northwestern ｅｄｇ● ｏｆ Sagami Knoll.

Speties  Name Sample  No.

Marina  vn&t  spee'itf

Aciinoocycius  ehrenbcrgH  Ralfs

Atfinoocyclus  eh/etibtrgiivac.  tcfKl/a (Breb.)Hustedi

Aainoocyclus  iagens  Raitwy

Aciinoocyclus  s p.

Adinopiyehvs  senvius  (Ehf  )Ehrcnberg

Aciinoplycius  vulgaris  Schumann

ArachMGidiseus  ehrenbergtt  Bailey  ≪i Ehrenberg

Azpciiia  n&Sulifdr  A.Schmtdt

BJddulphia  ip.

Ckactoccrosspp.

Cosclnodisoos  ssteiomphalus  Chrenberg

Coscinodiscus  ma/gitiafus  Ehrenberg

Coscinodiscos  radiafvs Ehrenberg

G&vn  maiopli or a occanfca  (EhrjGrunow

Hyaiodisous  sp.

MefosUa  3d  (EhrJKuelxj  ng

Pitaiia  Svfceis (Bto,)Ctcve

Psammodiscus  nitidys (Greg.)Round  &  Mann

Rhkosohnia  seligera Brighton

fihizosoknia  spp.

Siephmopyxis  lums  Orev.  aris Am.

Slephanopyxis  sp.

Slephanopyxis  s pp.

Surirella  cvneMa  A.Schmidt

Thalas&onema  niiischtoidcs  C"j  now

Thalassiosira  eccentffca  (6hr.)  Qeve

TftaJassiosiraocstwpii  (Ostsn)  Proskina-Lavrcnto

Thalassiosira  spp.

ThaJassiollifix  /ong/ss'ima  Cleve  and  Qrunow

Tfachynets  aspen  (Ehr.) Cieve

Cocconeis  pst udom  &gin  gia Gregory

to Sraefcieh uW(  sp≪cl≪s

Cocconds  scvtellvm  E^renterg

CycfoteMa  smata  (Ku≪(zO  Gronow

Qyctaetfa  sty jorum  Srigtrtweft

Diploneis  bcmtfus  <Ehr.) C!≪ve

Djploneh  smitful  (Breb.)  Clfive

NsYicuia  matira  RaJfs

Syrtedf*  formosa  H&ntwch

Piuh  <≫aie* sfecles

Amphora  QvaJis vat. affinis (Kuetfc.) V.Hcurck

Aulacosira  a/ntygua  (Grucv)  Simoruen

Aitlaco$>ra  $ranuteU  (Ehf.)  5≪monsen

AulacosJra  italic* (Ehf.)  Simonten

Account  italica vm.  vaffda(Gron,)Sjmonsen

Coccontis  placeotvte  (Ehr,)  Cieve

MCymbetia  sifesiac* Bleisch

Dipfoneh  ovaJis (Hilse)  Qeve

Navicuia  <Jjgsiorad4a≫  A.Stfirmd

RhcpaJodia  Quisumbirgiana  Skvoriiow

Marine  water  species

Marine  to Brackish  water  spdci&s

Brackish  water  spccjes

F;csh  water  species

Total  number  <rf Diatoms

Proc. JAMSTEC Symp. Ｄｓ・ｐ Sea Rw, （1993）
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５　考 察

5.1　相模海丘の層序と棍遭

相模海丘を構成する地層に関するこれまでの研

究は，木村(1976), Kong ｌt ａ】,（1984 ），服部ほ

か（1992 ）等がある。

木村（1976）は音波探査とトレッリから，相模

海丘は中新世のEI 眉（葉山層群相当 ）を基盤と

して鮮新・更新統のＣ層（上総層群相当）とそこ

で噴出した火山岩が分布すると考えた。しかし，

Fujioka et al. （1989 ）の研究によｰ･て火山 岩は

下位の三浦層群に由来することが分かり，相模海

丘が火山である可能性は否定された。一方
■ Kong

ｅt al.（1qS4 ）は相摸海丘上をＢ－Ｗ方向 に横切る

マルチチャこ／ネル音波探査測線から，同海丘は中

釿世～鮮釿世のSequence Ｄ （三浦屬群相当）と

それを溽く覆う堆葎物で構成されていることを示

した。また，服部ほか（1992）は海洋科学技術セ

ンターの無人探査船「ドルフィン3K 」によって

湖丘南部のトラフ側斜面を観察し，軽石層を抉む

成暦した泥質届の存在を確認した。そして，採取

試料のナンノ化石からその堆積時期はCN14a に当

たるとした。

今回の潜航舞査実諭占はＫｏr喀ｅt a1. （1984 ）

の操査濃』線のすぐ北である。今回の調査で認めら

れた，厚い下部・中都層を薄い上部層か不整合に

覆うという地質構造は，Ｋｏｎｇ et a1.（19841）が

示した相模海丘の構造とほぽ一致している。これ

から， 本調査 の下部・中部眉 はＫ・ｎｇ ｅt al.

（1984 ）のS・qｕence Dに当たると考えられる。服

部ほか（1992 ）は海丘南部の斜面下部で上総層罸

に相当する白色軽石を含む地層を確認しているが。

これもSequence Ｄの一部であろう。 従って， ト

ラフの東側ではSeqｕence D と一括されている地

層は上総層群を含んでいると考えられる。また，

今回の調査で認められたCN15 に当たる中・上部

更新絖は, Kong et fil. （1984 ）のSequence D を

覆う厚さ0.1ｑｅの堆積物と構造や厚さが一致して

いることから同一層と考えられる。

ｇ 上のことから，相模海丘の構造は厚い鱚新・

更新統までの地層（ﾋ 雌迴群尼4下）を不整合に覆っ

て蓆い中・上部更新装が分布しているものと考え

られる。地質構造は，トラフに面した相櫑海丘の

西端部では上総屬群は東側に顫動し，一方，中・

Ｐroc. JAMSTEC Symp. Dmp  SM Ｒ●s. （1993）

上部更新統は西側へ緩く傾いている。

5.2 相摸淮Fiと周辺地塊との関係

（l） 相模海丘と真鶴海丘との関係

海上保安庁水路部は相模海丘の西方に位置する

真鶴海丘の地質構造を知るため，同海丘の北西斜

面についてＲＯＶによる潜航詞査を行ない， 白色

凝灰岩を挟む成層した地層で構成されていること

を示した。 ナンノ化石の分析か ら， こ れらは

CN13b ～CN14a に対比され（菊池ほか, 1991 ；加

藤・渡辺，1992），真鶴海丘は相模海丘と同じ上

総層群相当層で構成されていることが分かウた。

真鶴海丘や相模海丘を構成する上総届群相当層は

その分布位置や層厚，層相等から見てこれはトラ

フ底のような沈降域に堆積した地層がその後隆起

に転じたものと考えられる。輿鶴海丘の南緑には

大河内（1990）や加藤・渡辺（1992）が東西走向

の断層の存在を認めており，大河内（1990 ）が示

唆するように，この断層の活動開始によってト ラ

フ底の一部が隆起し，海丘を形成したものと考え

られる。しかし，真鶴海丘では海丘の隆起詞始を

反映した不整合やそれを覆う新しい第四紀層か確

認されていないので，この断層の活動開始時期は

求められない。

（2） 大磯丘陵との関係

相撲海丘の北西延長部に位置する大磯丘陵は四

囲を断層で限られた隆起地塊である。丘陵の西側

には南関東で最大級の活断層である国府津・松田

断層が存在し，トラフ軸の北西延長に当たる足柄

平野との問を境している。国府津・松田断層崖の

南東延長は顕著な海底の急崖としてトラフの北東

緑を限り，相模海丘西緑の急斜面に連続している。

このような地形的な配列は，大磯丘陵と相模海丘

の形成が国府津・松田断層のようなトラフの緑を

限る断層の活動と密接の関連していることを示唆

している。

大磯丘陵地域では中期更新世の半ばまで統いて

いた活発な沈降運動が，約30万年前からの国府津・

松田断層の活動開始によって弱まり，その後隆起

運動に転換した。中期更新世における比較的 ゆ･・

くりした沈降から隆起への転換の中で，沈降性堆

積物の変形を伴う隆起とこれを削りながら堆積す

る段丘性堆秘物との問に不整合が形成された。そ

の結果，丘陵西緑部に沿ウては，大 きく変形した
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中・下部更新統とそれを不整合に覆う中期更新世

後半の堆積物が撓曲状に変形し，西側に傾棡して

分布している（山崎｡1991 ）。

相模洶丘の構造は前述のように厚い沈降性の堆

穡物を不整合に覆って新しい地層が分布し，それ

は微弱ではあるが撓飭状に変形していると思われ

る。このような構造は大勝斤陵と極めてよく類似

しており，相模海丘のこのような構造が国府津・

松田断層から連続する海丘西縁の断層活動で形成

された･ことを想起させる。大蘯斤陵との比較で検

討すると。相模海丘を構成する上総層群相当層は

沈降埴。恐らくトラフ底の堆積物と考えられる。

これを不整合に覆う中・上部更新統は沈降運動が

弱まった時期の堆積物であろう。断層活動開始時

期は不整合を覆う地屑の年代から示暖され，相撲

海丘では中期更新世の後半124降と推定される。こ

れは国府津・松田断層の活動開始時期と調和して

おり，両丘陵が一連の断層活動で形成されたこと

を示している。

5.3 相模海丘のテクトニクス上の意義

大河内（1990 ）は大磯丘陵が付加体であるとす

る考え（山崎，19&4）を発展させ。国府津・松田

断層は古い覆瓦 スラストｔ，新しいスラストが真

鶴海丘の南縁に生じていると考えた。また，石橋

（1992）は，相模ト ラフ沿い の大地震に関連して

地表に出現する付加体内 の覆瓦スラストは相模湾

北部で ２つに分岐し，１つは裏鶴海丘の南縁を通

り高頻度の活動を示し， もう１つは国府津・松田

断層でやや低い頻度で活助していると考えた。

今回 の潜航調査で得られた相模海丘に関するい

くつかの地質データは，相模海丘の地史や地殻変

勣様式が大磯丘陵や真鶴梅丘のそれとよく似てい

ることを示しており，上記の大河内（1990）や石

橋（1992 ）の考えと矛盾していない。これらのこ

とから。相膜海丘は約30万年前以降に沈み込み帯

沿いに生じた覆瓦スラスト（国府津・松田断層の

南東延長）によってトラフ底が分断され その後，

断層の東側ブロックか隆起して形成されたものと

考えられる。従って。相模海丘の西縁は国府津・

松田断層に述続する活断層で，大地震を伴う相模

ト ラフでの沈み込み運動に関連して，同断層と共

に活梁を繰り返して きたものと考えられる。
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